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るに至れり」とし、仲吉自らの調査による資料と、大正 12 年 2 月と明治 32 年の沖縄統計資料を比
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位牌の継承は、首里・那覇の士族層で 17 世紀、農民層では 18～19 世紀ごろにようやく定着したと
みられている 11 。また、興味深いことに、位牌は、祖霊の宿る屋敷地と強く結びついていると考えら
れており、位牌の継承＝屋敷地の継承という観念がみられることである。実は、この位牌と屋敷地の
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